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公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新

聞
協
会
（
入
澤
亨
理
事
長
）
は
、

10
月
18
日
に
東
京
・
千
代
田
区
内

幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
孔
雀
東
の

間
」
に
お
い
て
「
第
76
回
新
聞
週

間 

日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　

過
去
3
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
中
止
、

ま
た
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら

の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
通

常
通
り
の
開
催
と
な
る
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
15

日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
る
新
聞
週

間
に
合
わ
せ
、
公
益
目
的
事
業
で

あ
り
、
か
つ
専
門
新
聞
と
し
て
社

会
の
期
待
に
応
え
る
決
意
を
内
外

に
示
す
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い

る
。
幅
広
い
国
民
の
皆
様
、
専
門

紙
読
者
、
政
官
界
、
経
済
界
を

は
じ
め
各
国
大
使
館
な
ど
多
く
の

方
々
を
招
い
て
い
る
が
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
4
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
多
数
の
出
席
が
見

込
ま
れ
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
1
部
は
午
後

2
時
30
分
か
ら
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー

バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
宮
家

邦
彦
氏
を
講
師
に
招
き
「
地
政

学
と
日
本
の
大
戦
略
」
と
題
す
る

講
演
会
が
行
わ
れ
る
。

　

宮
家
氏
は
神
奈
川
県
出
身
で
、

　日本専門新聞協会は、第76回新聞週
間にちなみ｢新聞週間キャッチフレーズ｣
を全国から募集していたが、その入選が
次のように決まった。（敬称略）

〈
優
秀
作
〉

　
激
動
の
　
時
代
の
潮
流
　
読
み
解
い
て

　
未
来
へつ
な
ぐ
　
専
門
新
聞
　
　
　  

宮
下
瑛
奈
（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
デ
ジ
タ
ル
化
　
情
報
溢
れ
る
　
世
の
中
で

　
文
字
か
ら
伝
わ
る
　
専
門
紙
　
　
　  

金
山
莉
子
（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
変
わ
り
ゆ
く
　
社
会
の
流
れ
　
読
み
解
い
て

　
進
路
を
示
す
　
専
門
新
聞
　
　
　
　
浜
口
直
樹
（
一般
応
募
）

　日本専門新聞協会は、新聞週間に合わせて加盟社の社
員に対し表彰を行っているが、令和5年度は総勢15名を表
彰することになった。

入選キャッチフレーズ

例年、盛況の講演会会場

日本専門新聞特集号

≪表彰≫ （敬称略）
功績章
金子　眞紀子 （国際農業社）
三浦　祐成 （新建新聞社）
上原　里智男 （輸送新聞社）
役員表彰
吉倉　龍也 （環境新聞社）
優良社員表彰
武田　信 （環境新聞社）
塩野　紗恵 （観光経済新聞社）
清野　卓哉 （建設新聞社）
舘野　眞敏 （建通新聞社）
志茂　大輔 （中建日報社）
曽束　勇介 （塗料報知新聞社）
吉田　裕子 （日本工業経済新聞社）
金井　幸司 （日本工業経済新聞社）
斎藤　美佐子 （福島建設工業新聞社）
佐藤　鎮士 （福島建設工業新聞社）
感謝状
阿部　勲 （日本専門新聞政治連盟 特別顧問）

［
令
和
5
年
5
月
24
日（
水
）］第

1
0
0
回
定
時
総
会
を
如
水
会

館
3
階
に
お
い
て
開
催
。令
和
4

年
度
事
業
報
告
、同
収
支
決
算
報

告
を
審
議
議
決
承
認
し
た
。

［
令
和
5
年
5
月
12
日（
金
）］令

和
4
年
度
第
56
回
協
会
関
西
支
部

定
時
総
会
を
開
催
し
議
案
を
承
認

し
た
。

［
令
和
5
年
9
月
7
日（
木
）］新

聞
週
間
に
と
も
な
い
募
集
し
て
い
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
審
査
会
を
開

催
。令
和
5
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
入
選
作
品
第
一
次
選
考
を
行
い

1
7
2
6
点
の
中
か
ら
16
点
を
選

考
し
、理
事
会
に
提
出
し
た
。

［
令
和
5
年
9
月
8
日（
金
）］第

30
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
を
、当
協
会
が
要
請

し
た
日
本
写
真
協
会
会
員
2
名
の

審
査
員
が
行
っ
た
。全
国
か
ら
応
募

さ
れ
た
1
0
4
8
点
を
審
査
し
た

結
果
、文
部
科
学
大
臣
賞
、理
事
長

賞
、審
査
委
員
長
賞
、加
盟
社
特
別

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
1
点
、秀
作
15
点

を
選
考
し
、新
聞
大
会
で
表
彰
す

る
こ
と
と
し
た
。

［
令
和
5
年
9
月
13
日（
水
）］第

5
4
6
回
定
例
理
事
会
に
お
い
て

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
審
査
会
で
先
に

選
考
し
た
16
点
の
作
品
の
中
か
ら

優
秀
作
1
点
、佳
作
2
点
を
そ
れ

ぞ
れ
選
考
し
、新
聞
週
間
に
合
わ
せ

て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

1
9
7
8
年
東
京
大
学
法
学
部

を
卒
業
後
、
78
年
4
月
外
務
省

に
入
省
し
、
外
務
大
臣
秘
書
官
、

在
米
国
大
使
館
一
等
書
記
官
、
中

近
東
第
一
課
長
、
日
米
安
全
保
障

条
約
課
長
、
在
中
国
大
使
館
公

使
、
在
イ
ラ
ク
大
使
館
公
使
、
中

近
東
ア
フ
リ
カ
局
参
事
官
な
ど
を

歴
任
、
2
0
0
5
年
8
月
外
務

省
を
退
職
。
06
年
10
月
か
ら
07

年
9
月
ま
で
総
理
公
邸
連
絡
調

整
官
を
務
め
、
こ
の
間
07
年
4
月

に
立
命
館
大
学
客
員
教
授
に
就

任
、
09
年
4
月
よ
り
キ
ヤ
ノ
ン
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所 

外
交
安
全

保
障
研
究
主
幹
に
、
さ
ら
に
20
年

10
月
に
は
内
閣
官
房
参
与
に
就
任

し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
の
出
演
、
ま
た
専
門

の
外
交
関
係
の
著
書
な
ど
数
多

い
。

　

引
き
続
き
午
後
4
時
20
分
か

ら
第
2
部
式
典
が
開
か
れ
、
大
会

会
長
の
入
澤
理
事
長
の
挨
拶
、
文

化
庁
長
官
の
祝
詞
が
あ
り
、
来
賓

挨
拶
、
さ
ら
に
加
盟
社
代
表
者
顕

彰
、
役
員
・
優
良
社
員
表
彰
、
感

謝
状
授
与
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
入

選
作
の
発
表
が
行
わ
れ
、
最
後
に

大
会
ア
ピ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
る
。

　

第
3
部
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
午
後
5

時
45
分
に
開
会
し
、
大
塚
一
雄
政

治
連
盟
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝

辞
、
そ
し
て
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
抽
選

な
ど
を
行
っ
て
親
睦
を
深
め
る
。

総勢15人を表彰

令和5年
第76回
新聞週間

日本専門新聞大会
フェスティバル

宮家 邦彦氏が講演第１部

大会アピール

大会スローガン

　世界はこの数年パンデミックや気候変動、地政学リスクで危機に直面して
いる。我が国はいまだ新型コロナウイルス感染症の影響から完全に脱却して
おらず、まさに物価高騰や少子高齢化など問題が山積している。
　また、デジタル社会の進展そしてAIの出現などにより、産業界を取り巻く事
業環境は大きく変貌しようとしている。
　このような経済・社会が不透明な時こそわれわれ専門新聞の時代であり、
ますます重要性は高まっている。
　今こそわれわれ専門新聞は、その使命に立ち返り、公正かつ迅速・的確な
報道に徹し持続可能な社会の実現に寄与することを、ここに宣言する。

● 専門分野のトレンドをわかりやすく、最新情報を発信しよう！
● すべての専門新聞への消費税軽減税率の適用を実現しよう！
● 国民の知る権利に応えるため、第三種・第四種郵便制度堅守しよう！

第76回 日本専門新聞大会

宮家 邦彦先生
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第
76
回
新
聞
週
間
、
日
本
専
門
新
聞
大

会
開
催
に
あ
た
り
一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
本
専
門
新
聞
協
会
は
公
益
法
人
制
度

改
革
に
伴
い
、
平
成
24
年
に
内
閣
府
よ
り
公

益
社
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
、
爾
来
、
新

聞
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
公
益
事
業

活
動
を
展
開
し
今
日
に
至
って
い
ま
す
。

　

協
会
の
長
い
歴
史
の
な
か
、
今
春
の
定
時

総
会
に
て
総
会
開
催
の
回
数
は
1
0
0
回

を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
理
事
会
開
催
回
数

も
5
5
0
回
を
数
え
る
な
ど
、
協
会
は
長

い
歴
史
と
伝
統
を
誇
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
関
係
諸
官
庁
、
諸
先

輩
方
並
び
に
加
盟
社
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜

物
と
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

海
外
を
俯
瞰
し
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
は
な
お
続
き
、
ま
っ
た
く
停
戦

の
糸
口
が
見
え
ま
せ
ん
。
東
西
陣
営
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
か
ら
戦
況
は
エス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
ば
か
り
で
、
双
方
に
多
数
の
死
傷
者

を
は
じ
め
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
国
中
国
は
覇
権
主
義
に
よ
り
近

隣
諸
国
と
の
軋
轢
が
絶
え
ず
、
加
え
て
自
国

経
済
の
減
速
が
鮮
明
に
な
る
な
ど
、
我
が
国

を
長
年
苦
し
め
た
デ
フ
レ
に
陥
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
。

　

台
湾
問
題
や
半
導
体
な
ど
の
先
端
技
術

分
野
で
は
米
中
間
の
緊
張
感
が
高
ま
り
、
今

後
全
く
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
、
我
が
国
は
周
辺
域
で
の
軍
事
的
緊

張
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
国
家
安
全
保
障
に

関
す
る
基
本
方
針
で
あ
る
国
家
安
全
保
障

政
策
を
策
定
し
、
戦
後
長
く
続
い
た
安
全
保

障
政
策
を
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
内
で
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
が
緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
発
生
前
に
近
い

日
常
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
が
、
同
時
に
物
価

上
昇
・
イ
ン
フ
レ
が
襲
来
し
、
国
民
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

雇
用
情
勢
・
個
人
消
費
・
設
備
投
資
な
ど
に

持
ち
直
し
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
我
が
国
の
経

済
に
大
き
な
潮
目
の
変
化
が
表
れ
て
い
る
現

状
を
奇
貨
と
捉
え
、
将
来
に
向
け
て
持
続

的
成
長
に
繋
げ
て
い
く
為
に
新
た
な
成
長
戦

略
の
練
り
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
岸
田
首
相
は
先
に
、
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
混
乱
を
「
デ
ジ
タ
ル
敗
戦
」

と
表
現
し
た
よ
う
に
、
諸
外
国
に
比
べ
我
が

国
で
は
国
民
生
活
全
般
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

遅
れ
が
鮮
明
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
官
民
挙
げ
て
デ
ジ
タ
ル
革
命
を

全
力
で
推
し
進
め
て
い
る
な
か
、
A
I
（
人

工
知
能
）
技
術
が
急
速
に
進
化
し
、
特
に
文

書
や
画
像
な
ど
の
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
生
成

A
I
が
驚
異
的
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

生
成
A
I
は
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
限
ら
ず

に
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
界
で
利
用
さ
れ
は
じ
め

て
お
り
、
ご
承
知
の
通
り
に
社
会
全
般
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

専
門
新
聞
協
会
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
業
界
は

生
成
A
I
を
は
じ
め
と
す
る
日
々
進
化
し
、

大
き
く
変
容
す
る
情
報
通
信
技
術
の
洗
礼

を
受
け
な
が
ら
大
変
難
し
い
環
境
下
に
あ
り

ま
す
が
、
当
協
会
は
少
し
で
も
加
盟
社
の
皆

様
に
と
って
魅
力
的
な
価
値
あ
る
協
会
を
目

指
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
の
間
中
止

し
て
い
ま
し
た
レ
セ
プ
シ
ョン
も
通
常
通
り
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
互
い
に

懇
親
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数
ご
参
集

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
共
、
皆
様
の
ご
指
導
並
び
に
ご
鞭
撻

を
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
七
十
六
回
新
聞
週
間
日
本
専
門
新
聞

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
あ
た
り
、
ひ
と
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
人

は
約
三
年
半
以
上
に
亘
り
、
全
て
の
生
活

環
境
が
拘
束
さ
れ
て
蟄
居
状
態
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
何
と
も
不
自
由
な
生
活
を
経
験

い
た
し
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
同
時
進
行
の

形
で
、
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
に
よ
る
隣
接
国
ウ

ク
ラ
イ
ナ
への
本
格
的
戦
争
の
勃
発
と
い
う
二

つ
の
歴
史
的
大
事
件
に
遭
遇
い
た
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
未
だ
完
全
に
終
焉
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
発
症
し
た
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
犠
牲
に
な
っ

た
全
世
界
の
人
び
と
は
、
非
公
式
統
計
な
が

ら
約
6
7
0
万
人
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、
攻
め
る
側

の
ロ
シ
ア
の
兵
士
を
含
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵

士
共
々
、
約
19
万
人
が
す
で
に
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
人
を
含
め
て
、
ま
た
戦
争
に
よ
り

破
壊
さ
れ
た
家
屋
建
物
そ
の
他
軍
事
施
設

等
を
含
め
て
の
損
失
は
膨
大
で
あ
り
、
加
え

て
攻
め
る
方
も
攻
め
ら
れ
る
方
の
市
民
た
ち

も
そ
の
精
神
的
消
耗
は
、
そ
れ
こ
そ
図
り

し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
で

は
核
兵
器
使
用
の
話
が
チ
ラ
ホ
ラ
で
て
い
ま

す
。

　

要
す
る
に
地
球
上
の
い
か
な
る
国
で
も
ま

た
地
域
で
も
、〝
戦
争
〟
と
い
う
人
間
同
士

の
〝
殺
し
合
い
〟
は
、
絶
対
に
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
そ
の
こ
と
は
分
か
って
い
て
も
、
国
対
国
の

利
害
対
立
に
よ
る
〝
戦
争
〟
と
い
う
非
人

間
的
な
争
い
は
、
地
球
上
に
人
間
が
生
息

す
る
限
り
、
必
ず
や
起
こ
り
得
る
宿
命
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
こ
こ
数
年
来
、
わ
が
国
日
本
を

と
り
巻
く
国
際
情
勢
と
環
境
は
か
な
り
厳

し
く
な
って
き
て
お
り
ま
す
。

　

五
千
年
有
余
の
歴
史
が
あ
り
、
人
口
で

は
14
億
3
千
万
人
近
く
と
で
世
界
第
二
位

の
中
華
人
民
共
和
国
は
、
こ
こ
十
数
年
で
世

界
有
数
の
経
済
的
大
国
と
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
〝
一帯
一路
〟
と
い
う
国
家
政
策
と
相

ま
っ
て
、
い
ま
や
世
界
的
な
覇
権
国
家
と
な

り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
同
国
建
国
の
父
と
さ
れ
る
毛

沢
東
主
席
の
再
来
政
治
家
と
も
言
わ
れ
る

習
近
平
国
家
主
席
の
大
号
令
の
も
と
、
故
・

毛
主
席
以
来
の
懸
案
で
も
あ
っ
た
台
湾
統
一。

そ
の
た
め
の
攻
略
作
戦
を
近
い
将
来
是
が
非

で
も
実
行
す
る
―
と
世
界
に
向
っ
て
宣
言
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
も
、

中
国
の
台
湾
攻
略
と
同
時
進
行
の
形
で
、
い

ま
の
大
韓
民
国
の
合
併
統
合
の
た
め
、
そ
の

背
後
に
存
在
す
る
駐
韓
米
軍
―
要
す
る
に

米
国
に
向
け
て
、
こ
こ
数
年
来
盛
ん
に
ミ
サ

イ
ル
発
射
の
実
戦
訓
練
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

度
重
な
る
同
国
発
射
の
ミ
サ
イ
ル
は
、
し

ば
し
ば
日
本
海
の
排
他
的
水
域
に
落
下
し
、

そ
の
都
度
日
本
国
内
で
は
警
戒
警
報
の
ア

ラ
ー
ム
が
鳴
り
響
き
、
要
注
意
の
準
戦
時
体

制
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
大
戦
後
政
治
的
に
粘
り
強

く
返
還
交
渉
を
繰
り
返
し
て
き
た
長
年
懸

案
の
北
方
領
土
問
題
。
そ
の
う
ち
択
捉
・

国
後
両
島
の
日
本
へ
の
返
還
問
題
は
、
今
回

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
問
題
を
契
機
に
完
全
に

暗
礁
に
乗
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
三
カ
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
核
兵
器

保
有
国
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
今
年
七
月
開
催
の
広
島
で
の
先

進
七
カ
国
会
議
宣
言
の
通
り
、
核
保
有
は

勿
論
の
こ
と
、
核
兵
器
使
用
は
絶
対
反
対

の
立
場
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
〝
侵
略
戦
争
は
絶
対
に
し
な
い
〟

と
す
る
平
和
憲
法
第
九
条
事
項
を
頑
な
に

守
り
続
け
て
い
る
世
界
唯
一の
〝
平
和
主
義

国
家
〟
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
戦
後
日
本
の
建
国
の
〝
父
〟
と

も
言
わ
れ
た
故
・
吉
田
茂
元
首
相
は
在
任

中
に
、「
い
つ
ま
で
も
自
国
防
衛
を
他
国
の

軍
事
力
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
。
自
国
の
軍

備
力
強
化
こ
そ
、
自
国
防
衛
の
最
大
条
件

で
あ
る
ー
」
云
々
と
力
説
し
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
い
ま
日
本
の
防
衛
問
題
が
最
大
の
危
機
的

状
況
に
あ
る
時
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
国
会
議
員
の
諸
先
生
方
は
、
こ
の
戦

後
最
大
の
〝
国
難
〟
を
ど
う
乗
り
切
る
の

か
？　

日
本
国
並
び
に一
億
三
千
万
人
の
日

本
人
の
命
運
は
、
そ
れ
ら
国
政
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
代
表
す
る
報
道

集
団
を
バッ
ク
に
す
る
私
ど
も
日
本
専
門
新

聞
政
治
連
盟
は
、
そ
れ
ら
諸
先
生
方
の
政
治

的
活
動
を
全
面
的
に
支
援
す
る
た
め
、
全
力

を
あ
げ
て
協
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

新
聞
週
間
に
あ
た
り
、
ひ
と
言
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本専門新聞特集号 挨拶第76回

日
本
独
自
の
一
国
平
和
主
義
は
限
界
へ

吉
田
元
首
相
在
任
中

〝
国
防
は
自
国
防
衛
が
原
則
〟
と

時
代
の
転
機
に
於
け
る

専
門
紙
の
使
命会 

長
　
大 

塚
　
一 

雄

日
本
専
門
新
聞
政
治
連
盟

理
事
長
　
入 

澤
　 

亨

公
益
社
団
法
人 

日
本
専
門
新
聞
協
会

読者総数は1,200万人に専門分野から厳選された
協会加盟社81社

『複眼的報道の塔』

時代を見すえ悠久の時を刻む
ソーラー電波時計

　平成16年10月、25年後の後進に夢を託し、塔の基礎
部分には当協会の歴史と伝統を次の世代に伝えるた
め、各加盟社発行の記念紙に記念品を添えて収納し建
立したものです。
　石原慎太郎元東京都知事をはじめ、都議会議長、建
設局長等の協力と支援を得て、都立公園では130年と
最も古く、由緒ある芝公園内に、ソーラー三面電波時計
付き「複眼的報道の塔」を建立・寄贈したものです。

芝公園のもみじ谷の
モニュメント

役員活動体制

＜協会役員・顧問＞
名誉会長 波田幸夫 （環境新聞社）
理事長 入澤　亨 （官庁通信社）

副理事長 石井貞德 （旅行新聞新社）
専務理事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）
常任理事 積田朋子 （観光経済新聞社）

〃 古川興一 （創樹社）
〃 金子眞紀子 （国際農業社）
〃 河合良紀 （建設新聞社）

理事 篠本　勝 （日本水道新聞社）
〃 林　初男 （日本工業経済新聞社）
〃 間庭正弘 （日本電気協会新聞部）
〃 仁平英紀 （東京交通新聞社）
〃 福島真明 （水道産業新聞社）

監事 有馬弘純 （塗料報知新聞社）
〃 秋山智昭 （秋山弁護士事務所）

顧問 大塚一雄 （金融タイムス社）
＜政治連盟役員・顧問＞

会長 大塚一雄 （金融タイムス社）
副会長 岸田義典 （新農林社）

幹事長・会計幹事 小屋勝志 （カーアンドレジャーニュース）
副幹事長・会計幹事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）

幹事 長島貴好 （アイク）
〃 積田朋子 （観光経済新聞社）
〃 仁平英紀 （東京交通新聞社）
〃 大林洋介 （教育新聞社）

監査 金子眞紀子 （国際農業社）
〃 秋山智昭 （秋山法律事務所）

名誉顧問 波田幸夫 （環境新聞社）
特別顧問 阿部　勲 （政治連盟）
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（3） 令和5年10月18日（水）

第76回新聞週間
第30回日本専門新聞 写真コンクール

　

令
和
5
年
の
専
門
新
聞
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
は
、協
会
の
皆
様
、各
加

盟
社
の
協
力
に
よ
り
、協
会
員
は

も
と
よ
り
、一
般
読
者
の
皆
様
の
作

品
が
、第
30
回
の
節
目
の
年
に
ふ
さ

わ
し
い
、総
数
1
0
4
8
の
大
台

の
点
数
に
達
し
ま
し
た
。嬉
し
い

限
り
で
す
。

　

審
査
は
例
年
通
り
、関
口
照
生
、

林
義
勝
、共
に
日
本
写
真
家
協
会

会
員
の
両
名
が
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、文
部
科
学
大
臣
賞

は
、一般
公
募
の
宮
田
敏
幸
氏
の「
里

の
秋
」3
枚
組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
定
番
、紅
葉
を
使
わ
ず
、一

輪
の
コ
ス
モ
ス
の
背
景
に
白
壁
の
民

家
、逆
光
の
落
日
、素
朴
な
社（
や

し
ろ
）と
、大
胆
な
表
現
の
中
に
静

謐
さ
も
感
じ
ら
れ
る
見
事
な
作
品

で
す
。

　

理
事
長
賞
は
、一
般
公
募
の
長
谷

川
裕
二
氏
の「
夏
、唐
津
！
」で
す
。

　

祭
り
の
山
車（
だ
し
）を
引
く
力

強
い
組
み
写
真
で
す
。

　

全
容
を
写
さ
ず
と
も
、こ
の
祭
り

に
参
加
し
て
い
る
人
達
の
心
意
気

が
伝
わ
り
、必
至
に
な
る
姿
か
ら

〝
祭
神
へ
の
感
謝
〟が
感
じ
ら
れ
る

秀
逸
な
作
品
で
す
。

　

審
査
委
員
長
賞
は
、や
は
り
一
般

公
募
の「
夜
舞
」林
巧
氏
の
3
枚
組

の
作
品
で
す
。

　

踊
り
手
の
顔
は
見
え
ず
と
も
、

静
の
中
の
動
、動
の
中
の
静
を
感
じ

さ
せ
、富
山
県〝
お
わ
ら
祭

り
〟の
心
が
伝
わ
って
く
る
大

変
色
気
の
あ
る
作
品
で
す
。

　

加
盟
社
特
別
賞
は
、菊
池

英
紀
氏
の「
番
手
か
ら
虎
視

眈
々
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

上
手
い
で
す
ね
！ 

競
輪
の

バ
ン
ク
の
コ
ー
ナ
ー
を
廻
る
選
手
達

を
ブ
レ
の
中
、一
点
に
焦
点
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
ス
ピ
ー
ド
と
迫
力
を
感

じ
さ
せ
、そ
の
上
、美
し
さ
ま
で
が

伝
わ
る
作
品
で
す
。

　

こ
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
っ

て
か
ら
、三
十
有
余
年
の
間
に
写
真

界
も
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ルへ
の
移

行
、作
品
を
仕
上
げ
る
為
の
数
々
の

ア
プ
リ
等
、大
変
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
話
題
に
な
っ
た
、A
・

I 

に
よ
る
写
真
の
作
成
で
す
、確

か
に
良
く
出
来
た
作
品
で
す
が
、

人
間
に
は
A・I 

が
越
せ
な
い〝
心

の
ひ
だ
〟い
わ
ゆ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
、感
性
、意
志
力
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ア
ー
ト
の
世
界
に
も
多

く
の
進
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
れ
を
駆
使
し
て
、素

晴
ら
し
い
作
品
に
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。

審
査
委
員
長
講
評

関口 照生氏
日本写真家協会会員

倉敷芸術科学大学客員教授

審査委員長賞
夜舞

林　巧／ 一般応募

　この度は栄誉ある賞をいただきありがとうございま
す。この作品「夜舞」は、富山県を代表する伝統ある
お祭りです。八尾の古い街並みを越中おわら節で踊り
歩く姿は古き良き日本を感じさせてくれます。今回の
撮影では踊り手の哀調、優美らしさを最大限活かせる
よう意識してシャッターを切りました。そんな日本の
伝統ある行事をこれからもたくさん記録していきたい
と思っております。

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど

入
選
作
品
19
点
決
ま
る

公
益
社団法人
日
本
専
門
新
聞
協
会
は
第
76
回
新
聞
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
愛
好
家
お
よ
び
加
盟
各
社
の
写

真
・
読
者
を
対
象
に
「
第
30
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
た
が
、
審
査
委
員
会
、
理
事
会
で

そ
れ
ぞ
れ
の
入
選
作
品
が
決
定
。
受
賞
者
は
10
月
18
日
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
。

理事長賞
夏、唐津！

長谷川裕二 ／ 一般応募

　この度は「理事長賞」を頂き、誠に光栄に思います。佐賀県唐津市で
は夏になると市内の複数の地域で様々なお祭りが開催されます。今回の
作品は特にローアングルからの撮影を意識して躍動感のある作品作りを
目指しました。最近はどこのお祭り会場に行ってもお祭りの参加者不足
と高齢化の問題を耳にします。この素晴らしい伝統芸能が未来に伝承さ
れ、これからも我々を楽しませてくれることを切に願っています。

文部科学大臣賞
里の秋

宮田敏幸 ／ 一般応募

　この度は栄えある賞をいただきありがとうございます。友人が旧い街
並みが残る里山でピザハウスをオープンするので、その土地柄を一緒に
撮影しました。友人が根を下ろす場所、美しい中に歴史の重みを感じな
がらシャッターを切りました。里山のどこにでもあるような平和な空間
に、吸い込まれそうな感覚に襲われました。日頃から自然風景を題材に
していて、人の生活がなんとなく感じられる作品を大切にしております。
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第76回新聞週間    第30回  日本専門新聞 写真コンクール
加盟社社員・読者及び一般応募　全国から1048枚

秀　作

文部科学大臣賞

里の秋（3枚） 宮田　敏幸 一般応募

理事長賞

夏、唐津！（3枚） 長谷川裕二 一般応募

審査委員長賞

夜舞（3枚） 林　　　巧 一般応募

加盟社特別賞

番手から虎視眈々 菊池　英紀 日刊建設タイムズ社

秀　　作

セカンドプロポーズ 米子久美子 一般応募

北国からの流れ者 吉田隼三 一般応募

時ヨ止マレ 山下一成 一般応募

晴れの演奏会点景（3枚） 平田晃一 一般応募

夫婦の時間 浜口正雄 一般応募

「瓦のおうち」地震でどうなる？ 羽田勇司 建通新聞社

都会の狭間、富士に沈む 鈴木克哉 一般応募

奉納の舞 島田純治 一般応募

染めのアーチ 佐藤義敏 環境新聞社（読者）

悪夢、再び～耶馬溪豪雨災害（3枚） 佐藤万実 大分建設新聞社

分校の春（3枚） 櫻井勝美 一般応募

噴水 小嶋涼香 一般応募

金青 海原輝晋 一般応募

ふすまのすきま 小野早苗 一般応募

昔日の面影 赤沼奏空 一般応募

奉納の舞
島田純治 ／ 一般応募

セカンドプロポーズ
米子久美子 ／ 一般応募

金青
海原輝晋 ／ 一般応募

北国からの流れ者
吉田隼三 ／ 一般応募

噴水
小嶋涼香 ／ 一般応募

時ヨ止マレ
山下一成 ／ 一般応募

染めのアーチ（3枚）
佐藤義敏 ／ 環境新聞社（読者）

悪夢、再び～耶馬溪豪雨災害（3枚）
佐藤万実 ／ 大分建設新聞社

晴れの演奏会点景（3枚）
平田晃一 ／ 一般応募

分校の春（3枚）
櫻井勝美 ／ 一般応募

夫婦の時間
浜口正雄 ／ 一般応募

昔日の面影
赤沼奏空 ／ 一般応募

ふすまのすきま
小野早苗 ／ 一般応募

「瓦のおうち」地震でどうなる？
羽田勇司 ／ 建通新聞社

都会の狭間、富士に沈む
鈴木克哉 ／ 一般応募

　この度は加盟社特別賞をいただ
き、ありがとうございます。作品
は、千葉県千葉市にある「TIPSTAR 
DOME CHIBA」で撮影したもので
す。周長 250m のバンクを有し、
普段はプロレーサーによる自転車
競技「PIST6」が開催されていま
すが、この日は大学生が集い、ト
ラックレースの大会が行われまし
た。激しいレースの中にあっても、
前方を見据える選手の瞳からは、
勝機を逃すまいとする集中力が感
じられます。

加盟社特別賞
番手から虎視眈々

菊池英紀 ／ 日刊建設タイムズ社


